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8１

剣道試合における分析的研究

一一流選手の技術一

恵士孝吉・端由紀美＊・渡辺香*＊

Ｉ目的

剣道競技は竹刀を用いて互いに定められた部位

を打突しあうことによって勝敗を競う。

剣道競技で発現される技術には防ぐ技術と,防

ぐ相手を崩して打突する技術とに大別できる。

防ぐ技術に関する研究は金木')，星川2)，塚

谷3)，村田4)，田辺5)，竹内6,7)，恵土8,9,10）らにみ

られ，攻める技術に関する研究は福田''''2)，岩

下13,14)，志藤15)，内匠屋16)，恵土17)らがある。＿

方，攻防を含めた試合に関する研究は特筆すべ

きものとして笹原'8~2s)の報告がある。

恵土'7)らは小学生から一流選手までの剣道試

合における発現打突について，志藤'5)は一流選

手（全日本選手権大会）の全試合における打突

数を調査し，福田'1)は打突部位,打突順序,打突

本数より分類集計して勝敗の一般的傾向を明ら

かにした。これらの報告はいずれも発現された

技について検討はされているものの，発現された

技がどの程度の割合で有効な打突となったの

か，また有効な打突となるためには有効打突直

前にどのような攻め方（崩し方）がなされたの

かについての報告は剣道の学習上きわめて重要

であるにもか、わらず，ほとんどみられない。

本研究は発現された技と有効打突について調

査するとともに有効な打突となる直前の攻め

方，及びその攻め方が有効な打突となった割合

について究明しようとするものである。

１１研究方法

１発現打突，並びに攻め方の頻度はＮＨＫ

テレビで放送された映像をＶＴＲに収め，それ

を再生しながら有段者（平均四段）４名が分類

し，集計した。尚，技の分類で判断がつきがた

いものについては３～４度繰り返し映像を観察

写真１相手の竹刀を払うパターン

・表から払う場合（写真左側の者が行う。以下同じ）

瞬一．ョ

右足を小さく踏み出しながら相手の竹刀を右上から左斜め下に払い下ろす。

昭和５７年８月３１日受理

*金沢市立金石中学校
蝋.中部工業大学
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･裏から払う場合 写真４打突モーション（フェイント）パターン

！

iliiil1、

剣先を裏（左）へもっていき，相手の竹刀

を左下から右斜め上へ払い上げる。
一旦面を打つモーションを見せて（写真

上）から小手を打つ（写真下）同様に小

手のモーションから面を打う゜

写真２竹刀をかつぐパターン

右足を－歩踏を込むと同時に左肩に竹刀を

かつぐ

写真５相手の竹刀を上から押えるパターン写真３剣先を表，裏へまわし，中心を攻めるパターン

写真のように剣先を表，裏へ移動させ，相

手の竹刀を殺しながら中心を攻める。

自分の竹刀を相手の竹刀の上からかぶせる

ように押える（写真上）

また剣先を左斜め下へ押える（写真下）
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写真８相手の竹刀を叩き落すパターン（右側の
者が行う。以下同じ）

右足を－歩踏み出すと同時に竹刀を振り上

げ（写真上）左足を引きつけると同時に

相手の竹刀を強く叩く（写真下）
写真６竹刀を頭上に大きくふりかぶるパターン

洋叫黙■卿
中段の構えからいきなり半歩踏み込み竹

刀を頭上に大きくふりかぶる。

写真９相手の竹刀のつば元を叩き牽制する

パターン写真７相手の竹刀を巻き落すパターン

述矼Ｌ￣･訶目

蕊liIIilliiiiilliiiIi

右足を－歩踏み出し相手の竹刀の上から自

分の竹刀を交又させ，左足の引きつけと

ともに相手の竹刀を巻きつけるようにし

て右，左下へ落す。

一足一刀の間から右足だけを大きく－歩踏

み出し小手を打つようにして相手の竹刀

のつば元を叩く。
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写真１３剣先を下げ中心を攻めるパターン写真１０剣先を相手の喉の高さにつけ間をつめて
いくパターン

剣先を相手の喉の高さにつけ突き技を出す
ような気迫で間をつめていく。

写真１１腕を伸ばして相手の喉元に剣先をつける
パターン

蕊

（写真左側の者が行う）

中段の構えより，その場，あるいは半歩右

足を出しながら剣先を下げ相手の左小手

の高さにして中心を攻める。

調査し検者間の統一をはかったがそれでも尚，

判別しがたいものは資料からのぞいた。

一方，攻め方の分類調査は，あらかじめフイ

ルムを上記有段者が数回観察調査したのち，下

記１３のパターンに分類したものをもちいた。

（写真１～13）尚，上段の構えからの攻め方は

除いた。

突き技を出すのと同じようであるが，その

場から腕だけ伸ばして突くような感じで

剣先を相手の喉元にもっていく。

Ⅲ対象試合

昭和５３～55年の３ケ年間の全日本剣道選手

権大会の試合のうち，大会当日のＮＨＫテレビ

で放送された準々決勝以後の２３試合，延べ４６

名を対象とした。

尚，被検者の特性を表Ｉに示した。

写真１２体当たりで相手を押すパターン

Ⅳ使用機器

①ソニートリニトロンカラーレシーパーモ

ニターＣＶＭ２０５５

②ソニービデオカセットレコーダーベータ

マックス
相手の打突をかわした時や自分の打突が失

敗した時，すかさず体当りを行う。
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た。しかけ技，応じ技を通して最も多いのは

とび込み技で35.2％(282本)，次いで連続技

（二，三段技）２０．０％（160本）であり，最も

少いのはかつぎ技1.5％（12本）であった。

表１被検者の特性

呂
表２発現打突

図１はしかけ技，応じ技における発現打突

の割合である。しかけ技(668本）でもっと

も発現打突の多いのは，とび込み技で42.

2％（282本)，次いで連続技の24.0％（160

本)，引き技12.1％（81本)，上段技8.1％(５４

本)であり，最も少いのはかつぎ技1.8％(１２

本）の順であった。

応じ技(133本)でもっとも多いのは抜き技

の56.4％(75本)で,次いで返し技28.6％(３８

本)であり，最も少いのはすり上げ技15.0％(２０

本）の順であった。

２有効打突

表３は対象試合における有効打突であ

③ソニービデオカセットＬ－５００

Ｖ結果

１発現打突

表２は対象試合における発現打突であ

る。総打突数は８０１本，その内，しかけ技83.

4％（668本)，応じ技16.6％（133本）であっ

被検者 年令(オ） 段位(段）
出場回数

(回）

昭
和
昭
年

Ｍ・Ｎ

Ｔ・Ｉ

Ｋ・Ｎ

1.0

J､０

Ｔ､Ｋ

Ｋ・Ｋ

Ｙ・Ｎ

Ｙ・Ｍ

Ｈ、Ｙ

Ｍ・Ｉ

3０

2８

2３

3６

3９

3９

2１

3４

2６

3０

2７

６

６

４

７

５

６

４

７

５

６

５

２

２

２

３

５

５

１

２

３

８

１

昭
和
弘
年

Ｍ,Ｔ

Ｈ・Ｙ

Ｋ・Ｆ

Ｈ､Ｋ

Ｋ・Ｋ

ＥＳ

Ｋ・Ｈ

Ｔ"Ｋ

2５

3１

２５

2６

2７

3０

2６

2９

５

７

５

５

５

６

５

５

３

９

２

２

２

６

１

８

昭
和
閲
年

Ｍ､Ｋ

Ｋ､Ｎ

ＭＴ

Ｈ・Ｈ

ＳＤ

Ｍ､Ｗ

1.0

2８

2５

2６

3１

3０

3３

2５

６

５

５

６

６

６

５

２

４

４

３

５

２

１

計 平均 2８．８ 5.5 3.4

面 小手 胴 突
小 計
本（％）

合計
本(％）

し
か
け
技

とこ

びみ
払
い

かぎ
－つ

片
手

上
段

出
鼻

引
き

連
続

116

９

９

１

2２

1３

4９

8２

123

７

３

0

3１

2５

2３

7２

2３

１

０

0

１

０

９

６

2０

１

0

2１

０

１

0

０

282（35.2）

１８（2.2）

１２（15）

２２（2.7）

５４（6.7）

３９（4.9）

8１（10.1）

160（20.0）

668

(83.4）

応
じ
技

抜
き

返
し

す上
りげ

4１

2２

1４

2３

４

０

1１

1２

６

０

0

０

７５（9.4）

３８（４７）

２０（2.5）

133

(16.6）

計 378 331 6９ 4３ 801（100）
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片手技

鞠韓

い
校
仏

謎)jｉ5.8％

上段技

8.1％

とびこみ技

42.2％
引き技

12.1％
100％

連続技

24.0％

連続技

24.0％

応じ技における

発現打突の割合

しかけ技における

発現打突の割合
図１

表３有効打突

る｡総有効打突は４７本,その内，しかけ技74.

5％(３５本)，応じ技25.5％(12本)であった。

しかけ技，応じ技を通して最も有効打突が

多いのはとび込み技で21.3％（１０本)，次い

で出鼻技19.1％（９本)，抜き技17.0％(８本)，

かつぎ技10.6％（５本）連続技（二・三段技）

8.5％（４本)，最も少いのは片手技２．１％（１

本）であった。

図２はしかけ技，応じ技における有効打突

の割合である。

しかけ技（35本）で最も有効打突が多い

のはとび込み技で28.6％（10本)次いで出鼻

技25.7％（９本)，かつぎ技14.3％（５本)，

連続技に，三段技）１１．４％（４本)，最も少

いのは片手技の2.9％（１本）であった。

応じ技（１２本）で最も有効打突の割合が多

いのは抜き技で66.6％（８本)，次いで返し

技，すり上げ技16.7％（２本）であった。

３発現打突の内で有効打突の占める割合

（成功率）

表４は対象試合における発現打突のうちで

有効打突の占める割合を示したものである。全
体の発現打突のうちで有効打突の占める割合

誉３３２０８１７０

桧竪ロ■■■
■■、■

面 小手 胴 突
小計

(％）
合計
本(％）

し

か

け

技

とこ
びみ

払
い

かぎ
つ

片
手

上
段

出
鼻

引
き

連
続

７

２

３

０

１

３

0

４

２

０

２

0

１

６

２

０

０

0

０

0

０

０

0

０

１

０

０

１

０

0

０

０

1０（2Ｌ３）

２（4.3）

５（10.6）

１（2.1）

２（4.3）

９（19.1）

２（4.3）

４（8.5）

3５

(74.5）

応
じ
技

抜
き

返
し

す上
りげ

３

１

１

３

１

0

２

０

１

０

0

０

８（17.0）

２（4.3）

２（4.3）

1２

(25.5）

計 2５ 1７ ３ ２ 4７（100）



恵土・端・渡辺：剣道試合における分析的研究
8７

しかけ技における

有効打突の割合
応じ技における

有効打突の割合

表４発現打突数のうちで有効打突の占める割合

分子一有効打突

分母一発現打突

図２

は59%(猯本)であった｡そのうち,しかけ

技は52％(器本),応じ技90％(攝本)で
あり，しかけ技，応じ技との間には統計的（x２

検定）に有意な差は認められなかった。

しかけ技，応じ技を通じて最もその割合が高

いのはかつぎ技で4L7%(金本)伽で出鼻技

231%(晶本)払い技111%(金本),抜き技10

7%(完本),最も少いのは引き技,連続技の２

５％(畠本,古本)であった。
成功率の高い，かつぎ技，ならびに出鼻技と

とび込み技，上段技，引き技，連続技，返し技

との間には統計的(x2検定)に１％水準で有意な

差がみられたが，他の技との間に統計的な差は

認められなかった。

しかけ技で最もその割合が多いのはかつぎ技

で417%(金本)伽で出鼻技231%(晶本)，

最も少いのは引き技,連続技の25%(畠本,古
本）であった。

…

※※※：Ｐ＜０．０１

面 小手 胴 突 小計
(本）（％） 合計

し

か

け

技

とこ

びみ

払
い

かぎ
－つ

片
手

上
段

出
鼻

引
き

連
続

７

１１６

２

９

３

９

０

１

１

２２

３

１３

0

４９

４

８２

２

１２３

０

７

２

３

0

0

１

３１

６

２５

２

２３

0

７２

0

２３

０

１

０

０

０

０

０

１

０

０

０

９

０

６

１

２０

0

１

０

０

１

２１

0

0

０

１

0

０

0

0

１０

２８２
(3.5）

２

１８
(11.1）

５

１２

蕊顛姦

(41.7）

１

２２
(4.5）

２

５４
(3.7）

９

３９

鞭巌騒

(23.1）

２

８１
(2.5）

４

１６０
(2.5）

詣一躯
１２

●

５Ｉ

応
じ
技

抜
き

返
し

す上
りげ

３

４１

１

２２

１

１４

３

２３

１

４

０

０

２

１１

０

１２

１

６

０

０

０

０

０

０

８

７５
(10.7）

２

３８
(5.3）

２

２０
(10.0）

、｜邸
１０

●

９く

計
２５

３７８

１７

３３１

３

６９

２

４３

４７

８０１
(5.9）
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応じ技で最もその割合が多いのは抜き技で

'07%(完本)伽ですり上げ技の'0%(易本）

であり,最も少いのは返し技の53%(鳧本)で
あった。

４攻め方（崩し方）

表５は対象試合における攻め方の頻度である。

最も多いのは｢相手の竹刀を払う」攻め方で19.9

％（235回)，次いで｢打突モーション」18.6％

（219回)，「剣先を表，裏へまわし中心を攻め

る｣17.9％(211回)，「剣先を下げ中心を攻める」

17.7％(209回）であり，最も少いのは「腕を伸

ばして相手の喉元に剣先をつける｣，「竹刀を

頭上に大きく振りかぶる」で0.5％（６回)であ

った。

いた攻め方である。

最も多いのは「剣先を下げ，中心を攻める」

25.6％（９回）であり，次いで「打突モーショ

ン｣，「剣先を相手の喉の高さにつけて間をつめ

る」「竹刀いをかつぐ」14.3％（５回）であり，

最も少いのは「相手の竹刀を叩き落す｣，「相手

の竹刀を巻き落す｣，「腕を伸ばして相手の喉元

に剣先をつける｣，「竹刀を頭上に大きく振りか

ぶる」の０％であった。

表６有効打突に結びついた攻め方

表５攻め方の頻度

６有効打突に結びついた攻め方の割合

表７は有効打突に結びついた攻め方の割合で

ある。

最も多いのは｢竹刀をかつぐ｣で'61%(蓋
回）次いで「相手の竹刀のつば元を叩き牽制す

る｣73%(若回)であり,最も少いのは｢腕を
伸ばして相手の喉元に剣先をつける｣，「竹刀を

５有効打突に結びついた攻め方

表６は対象試合における有効な打突に結びつ

攻め方 回数 ％

１相手の竹刀を払う ４ 1１．４

２竹刀をかつぐ ５ 14.3

３剣先を表，裏へまわし中心をせめる ２ ５．７

４打突モーション（フェイント） ５ 1４．３

５相手の竹刀を上から押える １ 2.9

６竹刀を頭上に大きくふりかぶる ０ 0

７相手の竹刀を巻き落す ０ ０

８相手の竹刀を叩き落す ０ ０

９相手の竹刀のつば元を叩き牽制する ３ 8.6

1０
剣先を相手の喉の高さにつけ間をつ
めていく

５ 1４．３

1１
腕を伸ばして相手の喉元に剣先をつ
ける

0 0

１２体当りで相手を押す １ 2.9

１３剣先を下げ中心を攻める ９ 2５．６

合計 3５ 100

攻め方 回数 ％

１相手の竹刀を払う 235 19.9

２竹刀をかつぐ 3１ 2.6

３剣先を表，裏へまわし中心を攻める 211 1７．９

４打突モーション（フェント） 219 1８．６

５相手の竹刀を上から押える 8７ 7.4

６竹刀を頭上に大きくふりかぶる ６ 0.5

７相手の竹刀を巻き落す 2０ 1.7

８相手の竹刀を叩き落す 2４ 2.0

９相手の竹刀のつば元を叩き牽制する 4１ 3.5

1０
剣先を相手の喉の高さにつけ間をつ
めていく

7６ 6.4

1１
腕を伸ばして相手の喉元に剣先をつ
ける

６ 0.5

１２体当りで相手を押す 1４ 1.2

１３剣先を下げ中心を攻める 209 1７．７

合計 1.179 100
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頭上に大きく振りかぶる｣，「相手の竹刀を叩き

落す｣，「相手の竹刀を巻き落す」で０％であっ

た。

「竹刀をかつぐ」攻め方と「剣先を相手の喉

の高さにつけて間をつめる」・「相手の竹刀のつ

ば元を叩き牽制する」との間に統計的（ｘ2検定）

に有意な差は認められないが，他の攻め方との

間には１％水準で有意な差が認められた。

一方，他の攻め方については，統計的な差は

認められなかった。

表７有効打突に結びついた攻め方の割合

分子一有効な攻め方
分母一攻め方の頻度

る技を調査した。

その結果,発現打突はしかけ技が83.4％と多

く応じ技が16.6％と少かつた。しかけ技のうち

最も多いのは，とび込み技35.2％，次いで連続

技の20.0％であった。とびこみ技の値は恵士ら17）

が報告した値35.6％とほぼ同じであり，しかも

全体の技の中で最大値を占めた。

一方,有効打突はしかけ技が74.5％と多く，

応じ技が25.5％と少く，発現打突とほぼ同じ傾

向であった。

しかけ技のうち，最も多いのは，とび込み技

の21.3％であり，次いで出鼻技19.1％であっ

た。とび込み技の値は志藤'5)が示した値よりも

22.7％低いものであったが，全体の技のうちで

占める割合は最大でありこの点については志藤

と同じ傾向であった。

これらの結果は，しかける技，すなわち攻撃

は最大の防禦であることを推断させるには十分

であるといえる。しかしながら，攻撃が最大の

防禦であるためには，唯単にしかけられた技が

多いというだけではなく，しかけられた技その

ものが有効な技となり，しかもその効率が良く

なくてはならないといえよう。この点を検討す

るために発現打突のうちで有効な打突に結びつ

いた割合（成功率）を調べたところ，しかけ技

5.2％，応じ技9.0％とほぼ同じ値を示し，統計

的（％2検定）に有意な差は認められず，かつま

た最も発現の多いとびこみ技については平均値

の5.9％と比較し2.4％低い3.5％であり，統計

的に有意な差は認められなかった。

一方，かつぎ技，出鼻技は，その発現率（前

者1.5％，後者4.9％)はきわめて低いにもかか

わらず，その成功率は高く，かつぎ技41.7％，

出鼻技23.1％であり，他の技との間に統計的に

有意な差が認められた。

攻撃が最大の防禦たり得るには，しかける技

の種類によって異なるものと考えられる。

２攻め方

剣道は竹刀を用いて互いに定められた部位を

定められた部位で打突することによって勝敗を

※※※：Ｐ＜０．０１

ＶＩ考察

１発現打突と有効打突

剣道技術の主要素は打突の技術，すなわち，

しかける技と，相手の打突をかわす技に分ける

ことができる。このうち，しかける技は最大の

防禦といわれるように，運動の成果に重要な役

割を果すと考えられている。

本研究は一流選手を対象として試合時におけ

攻め方 回数 ％

１相手の竹刀を払う
４

２３５
１．７

２竹刀をかつぐ
５

３１
1６．１

※※※

３ 剣先を表，裏へまわし中心を
攻める

２

２１１
0.3

４打突モーション(フェイント）
５

２１９
２．３

５相手の竹刀を上から押える
１

８７
1.2

６
竹刀を頭上に大きくふりかぶ
る

0

６
０

７相手の竹刀を巻き落す
０

２０
０

８相手の竹刀を叩き落す
０

２０
０

９
相手の竹刀のつば元を叩き牽
制する

３

４１
７．３

1０ 剣先を相手の喉の高さにつけ
間をつめていく

５

７６
６．６

1１
腕を伸ばして相手の喉元に剣
先をつける

０

６
0

１２体当りで相手を押す
１

１４
7.1

１３剣先を下げ中心を攻める
９

２０９
0.4

合計
３５

１１７９
2．９７
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困難である。したがって，かつぎ技のように身

を捨てて技をしかける動作によって初めて相手

の構えを崩し，有効な打突が取得できるものと

考えられよう。

競う競技である。したがって，巧みに相手の打

突を防禦するとともに隙のできた相手に対して

間髪を入れず，その隙を打突しなくてはよい運

動成果は得られない。したがって，いかに相手

に隙をつくらせるかがよい運動成果を得るため

に必要な要素といえる。

本調査は,昭和５３～55年の３ケ年間の全日本選

手権大会に出場した延べ４６名を対象に調査し

た結果，最も多い攻め方は｢相手の竹刀を払う」

ﾊﾟﾀｰﾝで'99%(鵲回)であり,最も少いの
は｢竹刀を頭上に大きくふりかぶる」「腕を伸ば

して相手の喉元に剣先をつける｣の05%(命回）
であった。

一方，有効な打突に結びついた攻め方は「竹

刀をかつぐ｣，「打突モーション｣，「剣先を相手

の喉の高さにつけ間をつめていく｣'43%(晶回）
であり，最も少いのは「竹刀を頭上に大きくふ

りかぶる」「相手の竹刀を巻き落す」「相手の竹

刀を叩き落す｣｢腕を伸ばして相手の喉元に剣先

をつける」の０％であった。そこで攻め方の頻

度とその攻め方が有効な攻めとなっているかの

点について検討したのが表７であった。

攻め方の頻度を分母，有効な打突に結びつい

た攻め方を分子としてその割合から攻めの効率

を求めてみると最も効率がよいのは「竹刀をか

つぐ」の16.1％であり，統計的（%2検定）に他

の項目との間に１％水準で有意な差が認められ

た。

「竹刀をかつぐ」攻め方は写真２にも示したよ

うに竹刀を自分の左肩にかついで相手を打突す

る攻め方であるが，この攻め方が他の攻め方よ

りも効率が良いという結果のその原因について

は本研究からは明確な結論を出し得ないが，次

のような点がその原因として考えられよう。す

なわち，本研究の被検者はいずれも各都道府県

の予選を経て出場した優秀な技術を保有してい

る者ばかりであるために単純，消極的な攻め方

では相手の手元を崩して隙をつくりだすことが

ⅥＩまとめ

全日本剣道選手権試合に発現された技とその

攻め方について調査したところ，次のような知

見を得た。

１発現打突

しかけ技，応じ技を含めて８０１本の発現打

突があり，そのうち，しかけ技668本(83.4％）

応じ技133本（16.6％）であった。しかけ技

のうち最も多いのはとびこみ技282本（３５．

２％)であり，最も少いのはかつぎ技12本(１．

５％)であった。応じ技のうち最も多いのは抜

き技75本（9.4％）であり，最も少いのはす

り上げ技20本（2.5％）であった。

２有効打突

しかけ技,応じ技を含めて４７本の有効打突

があり，そのうちしかけ技35本（74.5％)，

応じ技12本（25.5％）であった。

しかけ技のうち最も多いのは，とびこみ技

１０本（21.3％）であり，最も少いのは片手技

１本(2.1％）であった。応じ技のうち最も多

いのは抜き技８本（17.0％）であり，最も少

いのは返し技，すり上げ技２本(4.3％）であ

った。

３発現打突のうちで有効打突の占める割合

しかけ技，応じ技を含めて有効打突の占め

る割合は5.9％であった。

しかけ技の有効打突の占める割合は５．

２％，応じ技は9.0％であった。

４攻め方の頻度

最もその頻度が高いのは「相手の竹刀を払

う」235回（19.9％）であり，最もその頻度が

低いのは「竹刀を頭上に大きくふりかぶる｣，

「腕を伸ばして相手の喉元に剣先をつける｣の
６回（0.5％）であった。

５有効打突に結びついた攻め方
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最も多いのは「剣先を下げ,中心を攻める｣の

９回(25.6％）であった。

６有効打突に結びついた攻め方の割合

最もその頻度が高いのは「竹刀をかつぐ」

で'61%(会回)であり,最もその頻度が低
いのは「腕を伸ばして相手の喉元に剣先をつ

ける｣,「竹刀を頭上に大きくふりかぶる｣，「相

手の竹刀を叩き落す｣，「相手の竹刀を巻き落

す」の０％であった。

（本研究の一部は日本武道学会第１５回大会に

発表した｡）
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